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News!

米国料理大学で和牛講座と日本研修が再開
若き食のエリートたちへ日本の食文化をレクチャー 輸出対策部

　
全
農
は
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
、米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
名
門
料
理

大
学
で
あ
る
カ
リ
ナ
リ
ー
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ

カ（
C
I
A
）の
日
本
料
理
専
門
講
座
に
お
い
て
、3
年
ぶ
り
に
和
牛
講

座
と
日
本
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
3

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
和
牛

講
座
は
2
月
16
日
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
の
同
本
校

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
か
ら

公
益
社
団
法
人
全
国
食
肉
学
校

の
佐
俣
宏
紀
先
生
を
講
師
と
し

て
派
遣
。和
牛
に
関
す
る
講
義
、

し
ぐ
れ
煮
、し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、す

き
焼
き
、
ス
テ
ー
キ
の
調
理
・

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
実
演
し
た
後
、

生
徒
た
ち
も
自
ら
調
理
・
カ
ッ

テ
ィ
ン
グ
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
阪
、京
都
、東
京
を
10
日
間

か
け
て
巡
り
な
が
ら
実
施
さ
れ

た
日
本
研
修
で
は
、
同
じ
く
同

講
座
の
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
サ

ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

㈱
、月
桂
冠
㈱
、ヤ
マ
キ
㈱
、日

本
食
品
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー（
J
F
O
O
D
O
）な

ど
と
と
も
に
、
焼
肉
す
き
焼
き

純
梅
田
本
店
で
の
和
牛
試
食
会

と
、
京
都
府
城
陽
市
の
て
ん
茶

圃ほ
じ
ょ
う場

、
加
工
場
の
視
察
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
C
I
A
の
学
生
た
ち
は
卒

業
後
、
世
界
中
の
外
食
産
業
で

活
躍
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
経
験
に
よ
っ
て
、
今
後
彼

ら
が
日
本
食
材
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

城陽市内のてん茶圃場を視察す
るＣＩＡの学生

和牛の料理を試食するＣＩＡの学生

News!

米輸送の専用貨物列車「全農号」を運行
2024年問題対策として青森→大阪で実証輸送 米穀部 · 全農物流㈱

　
全
農
と
全
農
物
流
㈱
は
、米
の
産
地
で
あ
る
東
北
・
北
陸
地
方
か
ら

西
日
本
の
消
費
地
へ
の
米
の
安
定
供
給
を
目
的
に
、2
月
と
3
月
に
車

両
を
丸
ご
と
貸
し
切
り
、米
を
長
距
離
輸
送
す
る
貨
物
列
車「
全
農
号
」

の
実
証
輸
送
を
行
い
ま
し
た
。

　
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
強
ま

る「
2
0
2
4
年
問
題
」へ
の

対
策
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
現

在
運
休
し
て
い
る
ダ
イ
ヤ
を
活

用
し
、
米
の
安
定
供
給
に
向
け

た
輸
送
ル
ー
ト
の
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
実
証
輸
送
で
は
、
日
曜
日
の

早
朝
に
青
森
を
出
発
し
、
日
本

海
側
を
経
由
し
て
月
曜
日
の
夕

方
に
大
阪
に
到
着
す
る
ル
ー
ト

に
よ
り
、
コ
ン
テ
ナ
1
0
0

基
を
積
載
し
て
5
0
0
㌧
の

米
を
輸
送
し
ま
し
た
。

　

全
農
で
は
、「
計
画
的

集
約
保
管
の
拡
大
」「
ト

ラ
ッ
ク
中
継
輸
送
の
拡

大
」「
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

（
海
上
・
コ
ン
テ
ナ
輸

送
）の
拡
大
」の
３
点
を

米
の
物
流
に
お
け
る
ド

ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間

短
縮
へ
の
対
策
と
し
て

お
り
、今
回
、貸
し
切
り

貨
物
列
車
で
の
輸
送
を

具
体
化
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
後
、
全
農
と
全
農

物
流
は
、
輸
送
力
を
確

保
す
る
た
め
、
専
用
列

車
に
よ
る
輸
送
の
定
期

化
を
進
め
ま
す
。

貨
物
列
車「
全
農
号
」に
よ
る
米
の
実
証
輸
送
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News!

News!

直営飲食店舗でSDGsのメニュー提供

農福連携イチゴ イオンで月末まで販売

福岡パルコ×JA筑前あさくら 規格外青果物を活用

「農福アグリ隊」が育てた「美濃姫」をPR

フードマーケット事業部

岐阜県本部

　
全
農
は
、直
営
飲
食
店
舗「
み
の
り
カ

フ
ェ
福
岡
パ
ル
コ
店
」で
4
月
3
～
16

日
の
間
、〝
P
A
R
C
O 

S

 

U

 

S

 
T
 A 

I
N
A
B
L
E 

M
O
N
T
H
〟
の
企
画

と
し
て
福
岡
県
産
の
規
格
外
青
果
物
を

活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
本
部
は
3
月
か
ら「
農
福
ア
グ

リ
隊
」メ
ン
バ
ー
が
作
っ
た
イ
チ
ゴ「
美

濃
娘
」を
、イ
オ
ン
各
務
原
店
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
の
一
環
と
し
て
、
パ

ル
コ
館
内
複
数
店
舗
で
J
A
筑
前
あ

さ
く
ら
協
力
の
も
と
、
管
内
で
収
穫
し

た
イ
チ
ゴ「
博
多
あ
ま
お
う
」や
ナ
ス
・

ト
マ
ト
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ

な
ど
の
規
格
外
青
果
物
を
使
用
し
た
メ

ニ
ュ
ー
を
考
案
。
規
格
外
品
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
で
、
生
産
者
の
所
得
向
上

や
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
に
つ
な
が
り
、
国

連
の
定
め
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

の
取
り
組
み
に

資
す
る
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。

　
農
業
団
体
が

運
営
す
る
飲
食

店
舗
と
し
て
、

今
後
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
き
ま

す
。

　
「
農
福
ア
グ
リ
隊
」に
よ
る
イ
チ
ゴ
の

生
産
・
販
売
は
農
業
分
野
で
障
が
い
者

が
活
躍
で
き
る
場
の
創
出
や
、
担
い
手

不
足
が
進
む
中
で
の
新
た
な
労
働
力
提

案
を
目
指
し
た
農
福
連
携
事
業
の
取
り

組
み
の
一
つ
で
す
。メ
ン
バ
ー
自
ら
が
、

栽
培
管
理
か
ら
収
穫
、
出
荷
ま
で
の
作

業
を
行
っ
た
県
産
ブ
ラ
ン
ド「
美
濃
姫
」

を
イ
オ
ン
各
務
原
特
設
コ
ー
ナ
ー
に

て
、期
間
限
定
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

県
本
部
担
当
者
は
、「
メ
ン
バ
ー
が

心
を
込
め
て
、
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
を
育

て
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
農
福
連
携
の

取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

News!

農高生に書籍『農家の事業承継』寄贈
日本農業の未来を担う後継者に向けてエール 耕種総合対策部

　
全
農
は
3
月
10
日
、
全
国
農
業
高
等

学
校
長
協
会
に
、
農
家
の
事
業
承
継
に

関
す
る
書
籍『
今
日
か
ら
は
じ
め
る
農

家
の
事
業
承
継
―
2
万
人
の
跡
継
ぎ
と

考
え
た
成
功
メ
ソ
ッ
ド
―
』を
寄
贈
し

ま
し
た
。

　
農
業
の
未
来
を
担
う
全
国
の
農
業
学

生
の
将
来
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
同
協

会
を
通
じ
て
3
6
7
の
農
業
高
校
に

同
書
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国

農
業
大
学
校
協
議
会
を
通
じ
て
大
学
校

な
ど
47
校
に
も
寄
贈
し
ま
す
。

　

全
国
農
業
高
等
学
校
長
協
会
の
並

川
直
人
理
事
長
か
ら
は
、「
同
書
に
は

農
業
経
営
を

し
て
い
く
う

え
で
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド

が
多
く
散
り

ば
め
ら
れ
て

お
り
、生
徒
だ

け
で
な
く
先

生
方
に
も
読

ん
で
も
ら
う

価
値
が
あ
る

書
籍
だ
と
思

い
ま
す
」と
謝

辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

農
福
連
携
イ
チ
ゴ
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

全
国
農
業
高
等
学
校
長
協

会
の
並
川
理
事
長（
右
）と

全
農
の
冨
田
健
司
常
務

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

し
た
み
の
り
カ
フ
ェ
福
岡

パ
ル
コ
店
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　「
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
」
と
は
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
子
実
だ
け
を
利
用
す
る
も
の
で
、

わ
が
国
で
は
、
飼
料
用
を
中
心
に
年
間

1
5
0
0
万
㌧
以
上
の
需
要
が
あ
り
、
そ

の
ほ
ぼ
全
量
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

　
主
食
用
米
か
ら「
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
」

へ
の
作
付
け
転
換
に
よ
っ
て
、①
主
食
用
米

の
需
給
改
善
と
米
価
の
安
定
②
高
騰
・
不

安
定
化
す
る
海
外
穀
物
輸
入
の
リ
ス
ク
ヘ

ッ
ジ
③
食
料
自
給
率
の
改
善
―
―
な
ど
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、「
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
」に
は
、

①
労
働
生
産
性
が
高
い
こ
と（
面
積
当
た

り
の
労
働
時
間
が
少
な
い
こ
と
）②
大
豆

や
小
麦
な
ど
、
輪
作
作
物
の
生
産
性
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
③
耕
種
農
家
の
所
有
機

械
を
中
心
に
作
業
が
可
能
で
あ
る
こ
と

―
―
な
ど
、
生
産
上
の
有
利
点
が
あ
る
ほ

か
、
堆
肥
の
利
活
用
に
よ
る
耕
種
農
家
と

畜
産
農
家
が
連
携
し
た
循
環
型
農
業
の
実

現
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
令
和
3
年
春
よ
り
米
穀
生
産
集
荷
対

策
部（
現 

米
穀
部
）で「
子
実
と
う
も
ろ

こ
し
」に
よ
る
水
田
輪
作
の
検
討
を
開
始

し
、
同
秋
か
ら
、
生
産
・
流
通
・
飼
料
利
用

に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
を
確
認
す
る

た
め
に
、
畜
産
生
産
部
・
耕
種
総
合
対
策

部
・
耕
種
資
材
部
・
施
設
農
住
部
の
参
画

に
よ
る
全
会
的
な
検
討
体
制
を
構
築
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
宮
城
県
本
部
と
J
A
古

川
、
J
Ａ
全
農
北
日
本
く
み
あ
い
飼
料
㈱

な
ど
と
連
携
し
て
、
令
和
4
年
か
ら
本
州

以
南
で
最
大
の
大
豆
産
地
で
あ
る
宮
城
県

大
崎
市
で
、「
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
」
と
大

豆
に
よ
る
水
田
輪
作
の
大
規
模
実
証
に
着

手
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
古
川
管
内
の
大
豆
生
産
組
合
を
中

心
と
し
た
31
経
営
体
91
㌶
の
圃
場
で「
子

実
と
う
も
ろ
こ
し
」
を
栽
培
し
ま
し
た
。

水
稲
や
大
豆
と
作
業
時
期
が
重
複
し
な
い

よ
う
、
4
月
中
下
旬
と
5
月
中
下
旬
の
2

回
に
分
け
て
播
種
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
9
月

下
旬
と
10
月
下
旬
に
収
穫
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、５
、８
、９
月
に
現
地
見
学

会
を
開
催
し
、
全
国
の
J
A
関
係
者
や
行

政
関
係
者
な
ど
延
べ
約
7
0
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
6
月
に
ひ
ょ
う
害
、
7
月

に
河
川
氾
濫
を
伴
う
風
水
害
が
発
生
し
、

被
害
面
積
は
実
証
圃
場
の
4
分
の
3
に
及

び
ま
し
た
。
冠
水
や
苗
流
出
、
折
損
や
倒

伏
な
ど
の
被
害
の
影
響
も
あ
り
、
乾
燥
調

製
後
の
全
出
荷
数
量
は
3
0
2
㌧
、
平
均

収
量
は
10
㌃
当
た
り
3
3
0
㌔
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
被
害
が
軽
度
な
圃

場
の
10
㌃
当
た
り
平
均
収
量
は
5
1
2

㌔
、
最
高
収
量
は
7
3
9
㌔
と
、
次
年
度

に
向
け
て
手
応
え
を
感
じ
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
栽
培
面
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
排

水
不
良
に
よ
る
湿
害（
生
育
抑
制
や
欠

株
）、
播
種
粒
数
の
不
足（
苗
立
ち
本
数
が

収
量
に
大
き
く
影
響
）、
害
虫
に
よ
る
食

害（
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
の
幼
虫
が
赤
か
び
病
を

助
長
）、
カ
ラ
ス
に
よ
る
食
害（
圃
場
の
外

周
で
特
に
多
い
）、
ア
サ
ガ
オ
類
な
ど
の
雑

草
害
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
収
穫
さ
れ
た「
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
」は

J
A
の
大
豆
セ
ン
タ
ー
で
乾
燥
・
調
製
を

行
っ
た
後
、一部
は
J
A
古
川
管
内
の
肥
育

農
家
に
単
味
飼
料
と
し
て
供
給
さ
れ
、
給

与
も
始
ま
り
ま
し
た
。
残
り
は
J
A
全
農

北
日
本
く
み
あ
い
飼
料
で
配
合
飼
料
原
料

と
し
て
使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
生
産
農
家
の
収
支
は
、
10
㌃
当
た
り
収

量
5
1
2
㌔
の
場
合
は
10
㌃
当
た
り
1
万

5
9
8
9
円
、
目
標
収
量
の
同
7
0
0
㌔

で
は
2
万
1
5
1
5
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
労
働
生
産
性
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
１
時
間
当
た
り
8
4
1
5
円
、
1
万

1
3
2
4
円
と
高
位
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
度
は
、
4
年
度
に
明
ら
か
と

な
っ
た
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

ず
、
栽
培
に
あ
た
っ
て
は
、
施
肥
設
計
の
見

直
し
、
播
種
精
度
向
上
、
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
防

除
、
適
期
収
穫
を
徹
底
し
、
収
量
確
保
と

品
質
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
次
に
、
乾
燥

調
製
や
物
流
に
お
い
て
は
、
施
設
運
営
の
効

率
化
、
次
年
度
以
降
の
バ
ル
ク
輸
送
に
向
け

た
検
討
に
着
手
し
ま
す
。
飼
料
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
今
後
の
使
用
量
拡
大
に
向
け
た

品
質
評
価
方
法
の
確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
4
年
度
に「
子
実
と
う
も
ろ
こ

し
」
を
栽
培
し
た
圃
場
で
大
豆
を
栽
培
し
、

増
収
効
果
な
ど
輪
作
体
系
全
体
の
収
益

性
の
検
証
を
行
う
ほ
か
、「
子
実
と
う
も

ろ
こ
し ⇒

大
豆⇒

乾
田
直
播
」に
よ
る

超
省
力
大
規
模
輪
作
体
系
の
確
立
に
向
け

て
、
農
研
機
構
ほ
か
と
連
携
し
た
3
カ
年

実
証
を
開
始
し
ま
す
。

2
年
目
を
迎
え
る
国
産

「
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
」の
大
規
模
実
証

初
年
度
は
収
量
や
収
支
、労
働
生
産
性
に
手
応
え

飼
料
利
用
で
の
品
質
評
価
、輪
作
体
系
の
試
験
も

ほ
じ
ょ
う

は
し
ゅ

子実とうもろこし栽培こよみ（簡易版）

子実とうもろこし

子実とうもろこしの収穫

　
全
農
は
、
需
要
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
依
存
す
る「
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
」

を
国
内
の
水
田
輪
作
で
生
産
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
大
規
模
実
証
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
米
価
の
安
定
や
、
海
外
穀
物
輸
入
の
リ
ス
ク

ヘ
ッ
ジ
、
長
年
の
課
題
で
あ
る
食
料
自
給
率
の
改
善
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
米
穀
部
】

子
実
と
う
も
ろ
こ
し
と

大
規
模
実
証

令
和
4
年
度
の
実
証
結
果

令
和
5
年
度
の
取
り
組
み
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　「
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
」
と
は
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
子
実
だ
け
を
利
用
す
る
も
の
で
、

わ
が
国
で
は
、
飼
料
用
を
中
心
に
年
間

1
5
0
0
万
㌧
以
上
の
需
要
が
あ
り
、
そ

の
ほ
ぼ
全
量
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

　
主
食
用
米
か
ら「
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
」

へ
の
作
付
け
転
換
に
よ
っ
て
、①
主
食
用
米

の
需
給
改
善
と
米
価
の
安
定
②
高
騰
・
不

安
定
化
す
る
海
外
穀
物
輸
入
の
リ
ス
ク
ヘ

ッ
ジ
③
食
料
自
給
率
の
改
善
―
―
な
ど
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、「
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
」に
は
、

①
労
働
生
産
性
が
高
い
こ
と（
面
積
当
た

り
の
労
働
時
間
が
少
な
い
こ
と
）②
大
豆

や
小
麦
な
ど
、
輪
作
作
物
の
生
産
性
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
③
耕
種
農
家
の
所
有
機

械
を
中
心
に
作
業
が
可
能
で
あ
る
こ
と

―
―
な
ど
、
生
産
上
の
有
利
点
が
あ
る
ほ

か
、
堆
肥
の
利
活
用
に
よ
る
耕
種
農
家
と

畜
産
農
家
が
連
携
し
た
循
環
型
農
業
の
実

現
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
令
和
3
年
春
よ
り
米
穀
生
産
集
荷
対

策
部（
現 

米
穀
部
）で「
子
実
と
う
も
ろ

こ
し
」に
よ
る
水
田
輪
作
の
検
討
を
開
始

し
、
同
秋
か
ら
、
生
産
・
流
通
・
飼
料
利
用

に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
を
確
認
す
る

た
め
に
、
畜
産
生
産
部
・
耕
種
総
合
対
策

部
・
耕
種
資
材
部
・
施
設
農
住
部
の
参
画

に
よ
る
全
会
的
な
検
討
体
制
を
構
築
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
宮
城
県
本
部
と
J
A
古

川
、
J
Ａ
全
農
北
日
本
く
み
あ
い
飼
料
㈱

な
ど
と
連
携
し
て
、
令
和
4
年
か
ら
本
州

以
南
で
最
大
の
大
豆
産
地
で
あ
る
宮
城
県

大
崎
市
で
、「
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
」
と
大

豆
に
よ
る
水
田
輪
作
の
大
規
模
実
証
に
着

手
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
古
川
管
内
の
大
豆
生
産
組
合
を
中

心
と
し
た
31
経
営
体
91
㌶
の
圃
場
で「
子

実
と
う
も
ろ
こ
し
」
を
栽
培
し
ま
し
た
。

水
稲
や
大
豆
と
作
業
時
期
が
重
複
し
な
い

よ
う
、
4
月
中
下
旬
と
5
月
中
下
旬
の
2

回
に
分
け
て
播
種
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
9
月

下
旬
と
10
月
下
旬
に
収
穫
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、５
、８
、９
月
に
現
地
見
学

会
を
開
催
し
、
全
国
の
J
A
関
係
者
や
行

政
関
係
者
な
ど
延
べ
約
7
0
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
6
月
に
ひ
ょ
う
害
、
7
月

に
河
川
氾
濫
を
伴
う
風
水
害
が
発
生
し
、

被
害
面
積
は
実
証
圃
場
の
4
分
の
3
に
及

び
ま
し
た
。
冠
水
や
苗
流
出
、
折
損
や
倒

伏
な
ど
の
被
害
の
影
響
も
あ
り
、
乾
燥
調

製
後
の
全
出
荷
数
量
は
3
0
2
㌧
、
平
均

収
量
は
10
㌃
当
た
り
3
3
0
㌔
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
被
害
が
軽
度
な
圃

場
の
10
㌃
当
た
り
平
均
収
量
は
5
1
2

㌔
、
最
高
収
量
は
7
3
9
㌔
と
、
次
年
度

に
向
け
て
手
応
え
を
感
じ
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
栽
培
面
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
排

水
不
良
に
よ
る
湿
害（
生
育
抑
制
や
欠

株
）、
播
種
粒
数
の
不
足（
苗
立
ち
本
数
が

収
量
に
大
き
く
影
響
）、
害
虫
に
よ
る
食

害（
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
の
幼
虫
が
赤
か
び
病
を

助
長
）、
カ
ラ
ス
に
よ
る
食
害（
圃
場
の
外

周
で
特
に
多
い
）、
ア
サ
ガ
オ
類
な
ど
の
雑

草
害
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
収
穫
さ
れ
た「
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
」は

J
A
の
大
豆
セ
ン
タ
ー
で
乾
燥
・
調
製
を

行
っ
た
後
、一部
は
J
A
古
川
管
内
の
肥
育

農
家
に
単
味
飼
料
と
し
て
供
給
さ
れ
、
給

与
も
始
ま
り
ま
し
た
。
残
り
は
J
A
全
農

北
日
本
く
み
あ
い
飼
料
で
配
合
飼
料
原
料

と
し
て
使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
生
産
農
家
の
収
支
は
、
10
㌃
当
た
り
収

量
5
1
2
㌔
の
場
合
は
10
㌃
当
た
り
1
万

5
9
8
9
円
、
目
標
収
量
の
同
7
0
0
㌔

で
は
2
万
1
5
1
5
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
労
働
生
産
性
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
１
時
間
当
た
り
8
4
1
5
円
、
1
万

1
3
2
4
円
と
高
位
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
度
は
、
4
年
度
に
明
ら
か
と

な
っ
た
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

ず
、
栽
培
に
あ
た
っ
て
は
、
施
肥
設
計
の
見

直
し
、
播
種
精
度
向
上
、
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
防

除
、
適
期
収
穫
を
徹
底
し
、
収
量
確
保
と

品
質
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
次
に
、
乾
燥

調
製
や
物
流
に
お
い
て
は
、
施
設
運
営
の
効

率
化
、
次
年
度
以
降
の
バ
ル
ク
輸
送
に
向
け

た
検
討
に
着
手
し
ま
す
。
飼
料
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
今
後
の
使
用
量
拡
大
に
向
け
た

品
質
評
価
方
法
の
確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
4
年
度
に「
子
実
と
う
も
ろ
こ

し
」
を
栽
培
し
た
圃
場
で
大
豆
を
栽
培
し
、

増
収
効
果
な
ど
輪
作
体
系
全
体
の
収
益

性
の
検
証
を
行
う
ほ
か
、「
子
実
と
う
も

ろ
こ
し ⇒

大
豆⇒

乾
田
直
播
」に
よ
る

超
省
力
大
規
模
輪
作
体
系
の
確
立
に
向
け

て
、
農
研
機
構
ほ
か
と
連
携
し
た
3
カ
年

実
証
を
開
始
し
ま
す
。

2
年
目
を
迎
え
る
国
産

「
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
」の
大
規
模
実
証

初
年
度
は
収
量
や
収
支
、労
働
生
産
性
に
手
応
え

飼
料
利
用
で
の
品
質
評
価
、輪
作
体
系
の
試
験
も

ほ
じ
ょ
う

は
し
ゅ

子実とうもろこし栽培こよみ（簡易版）

子実とうもろこし

子実とうもろこしの収穫

　
全
農
は
、
需
要
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
依
存
す
る「
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
」

を
国
内
の
水
田
輪
作
で
生
産
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
大
規
模
実
証
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
米
価
の
安
定
や
、
海
外
穀
物
輸
入
の
リ
ス
ク

ヘ
ッ
ジ
、
長
年
の
課
題
で
あ
る
食
料
自
給
率
の
改
善
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
米
穀
部
】

子
実
と
う
も
ろ
こ
し
と

大
規
模
実
証

令
和
4
年
度
の
実
証
結
果

令
和
5
年
度
の
取
り
組
み

取り組みの全体イメージ
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―
―
令
和
4
年
度
は
ど
の
よ
う
な
一
年
で
し

た
か
。

　
日
本
の
農
業
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
つ
ら
い

一年
で
し
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
端
を
発
し
て
、
肥
料
・
燃
料
・
飼
料
価

格
が
軒
並
み
高
騰
す
る
一
方
で
、
農
産
物
価

格
は
需
給
で
決
ま
る
た
め
コ
ス
ト
転
嫁
が
な

か
な
か
し
づ
ら
い
、
生
産
者
に
と
っ
て
大
変
な

一年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
―
そ
の
よ
う
な
中
、
輸
出
事
業
は
ど
う
で

し
た
か
？

　
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
材
料
が
入
り
混
じ

っ
た
状
況
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
円
安
が
輸

出
事
業
に
プ
ラ
ス
に
働
き
ま
し
た
。
ま
た
、

米
の
生
産
地
で
あ
る
米
国
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

で
の
水
の
確
保
が
難
し
い
状
況
に
な
り
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
米
の
生
産
に
黄
色
信
号
が
と
も
っ

て
お
り
、
価
格
差
は
ま
だ
あ
る
に
し
て
も
、日

本
産
米
の
輸
出
に
は
追
い
風
が
吹
い
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　一方
、
マ
イ
ナ
ス
の
材
料
も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
、
香
港
へ

向
け
た
鶏
卵
の
輸
出
を
セ
ー
ブ
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
こ
と
、
米
国
へ
の
牛
肉
輸
出
で
、

ブ
ラ
ジ
ル
産
牛
肉
の
増
加
に
よ
り
低
関
税
輸

入
枠
が
早
い
時
期
に
消
化
さ
れ
、
高
い
関
税

が
足
か
せ
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　
非
常
に
苦
し
い
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
供
給
過
多
に
な
る
と
価
格
が
下
が
っ

て
し
ま
う
国
内
市
場
か
ら
輸
出
に
振
り
向
け

る
こ
と
で
、
価
格
の
上
昇
や
維
持
が
見
込
め

る
、
輸
出
事
業
の
持
つ
そ
う
い
う
重
要
な
機

能
を
再
認
識
し
た一年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

―
―
営
業
開
発
は
ど
う
で
し
た
か
。

　
平
成
29
年
9
月
に
全
農
の
営
業
拠
点
と

し
て
設
置
さ
れ
た
営
業
開
発
部
は
、
全
農
グ

ル
ー
プ
の
販
売
事
業
を
担
う
全
国
農
協
食
品

㈱
、
全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
㈱
、
J
A
全
農
青

果
セ
ン
タ
ー
㈱
、
J
A
全
農
た
ま
ご
㈱
、

J
A
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
㈱
、
全
農
チ
キ
ン

フ
ー
ズ
㈱
、
協
同
乳
業
㈱
と
共
に
、
共
同
営

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
4
年
度
は

特
に
総
菜
事
業
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
総
菜

は
米
や
青
果
物
、
肉
、
卵
と
さ
ま
ざ
ま
な
食

材
を
使
い
ま
す
。
営
業
開
発
部
が
つ
な
ぎ
役

と
な
っ
て
直
販
7
社
間
の
連
携
を
強
化
し
、

量
販
店
や
中
食
業
者
へ
積
極
的
に
商
談
を
仕

掛
け
る
な
ど
、
総
合
力
を
発
揮
で
き
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
商
品
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
が
、
特
に
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
と
農
協
シ
リ
ー

ズ
は
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も

増
え
、
全
農
の
商
品
の
認
知
度
が
上
が
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
で
き
た一年
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

―
―
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
で
特
に
注
目

す
べ
き
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
輸
出
事
業
で
は
①
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
②
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
③
投
資
と
リ
ス
ク
管
理
―
―
の
３

本
柱
を
基
本
方
針
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
投
資
の一例
と
し
て
、
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
香
港
㈱
と
J
A
全
農
た
ま
ご
が
出

資
し
、
香
港
に
鶏
卵
の
加
工
製
造
会
社「
全

農
國
際
香
港
食
品
有
限
公
司
」を
設
立
し
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
日
本
で
卵
焼
き
や

温
泉
卵
な
ど
を
製
造
し
、
冷
凍
や
チ
ル
ド
で

輸
送
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
や
は
り
お

い
し
さ
の
面
で
は
劣
り
ま
す
。
そ
こ
で
原
料

供
給
す
る
J
A
全
農
た
ま
ご
と
、
国
内
の
鶏

卵
加
工
品
製
造
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
京

食
品
㈱
の
協
力
を
得
て
、
現
地
に
鶏
卵
加
工

工
場
を
整
備
し
ま
し
た
。
現
地
で
出
来
た
て

の
卵
焼
き
や
煮
卵
な
ど
の
鶏
卵
加
工
食
品
を

提
供
で
き
る
こ
と
は
香
港
の
消
費
者
に
と
っ

て
大
き
な
魅
力
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
違
う
視
点
で
は
知
財
権
に
か
か
わ

る
取
り
組
み
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ブ
ド
ウ「
シ

ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」な
ど
日
本
の
優
秀
な
品

種
の
海
外
流
出
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
国
で
は
日
本
の
30
倍
以
上
の
面
積
で「
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」が
栽
培
さ
れ
、日
本
か
ら

の
輸
出
事
業
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
国
も
大
き
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
い

ま
す
し
、
こ
れ
ま
で
育
成
者
権
者
た
ち
は
歯

が
ゆ
い
思
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
農

研
機
構
を
は
じ
め
、（
一
社
）日
本
種
苗
協
会
、

育
成
者
権
を
も
つ
県
行
政
な
ど
9
者
で「
育

成
者
権
管
理
機
関
支
援
事
業
実
施
協
議
会
」

を
設
立
し
、
流
出
防
止
対
策
や
海
外
で
の
品

種
登
録
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
営
業
開
発
で
す
。
全
農
の
販
売
事
業

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
全
国
各
地
の
生
産
者
が
作

っ
た
こ
だ
わ
り
の
農
畜
産
物
に
付
加
価
値
を

つ
け
て
実
需
者
に
販
売
し
、
生
産
者
の
所
得

を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。
地
域
の
貴
重
な
果

汁
を
使
っ
た
グ
ミ
は
3
月
末
時
点
で
39
都
道

府
県
53
種
類
、
商
品
化
し
ま
し
た
。
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
向
け
に
は
、
産
地
を
う
た
い
な
が
ら

各
地
の
果
汁
を
使
っ
た
サ
ワ
ー
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
果
汁
原
料
は
量
的
に
限
り

が
あ
り
、
全
国
展
開
は
で
き
な
い
た
め
地
域

限
定
、
期
間
限
定
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も一

年
を
通
し
て
み
る
と
、
各
産
地
の
サ
ワ
ー
が

カ
レ
ン
ダ
ー
の
よ
う
に
つ
な
が
り
ま
す
。
逆
に

そ
れ
が
評
価
さ
れ
て
、
サ
ワ
ー
類
で
そ
の
期

間
の
地
区
販
売
1
位
の
評
価
を
獲
得
、
再
販

や
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
で
の
展
開
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
販
売
が
で
き
る
の

は
、
J
A
グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、「
酪
農
応
援
」に
共
感
い
た
だ
い
た

㈱
伊
藤
園
、
ア
サ
ヒ
飲
料
㈱
と
共
に
、
牛
乳

や
脱
脂
粉
乳
を
使
っ
た
商
品
づ
く
り
を
す
す

め
ま
し
た
。
た
だ「
お
い
し
い
」「
売
れ
れ
ば
い

い
」だ
け
で
は
な
く
、日
本
の
農
畜
産
業
が
抱

え
て
い
る
悩
み
や
課
題
の
解
決
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
背
負
っ
て
商
品
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
―
力
を
入
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
た
総
菜
事

業
に
つ
い
て
は
？

　
中
で
も
、
コ
ー
プ
デ
リ
生
活
協
同
組
合
連

合
会
向
け
に
開
発
し
た
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
フ
ー

ド
商
品（
植
物
由
来
の
原
料
を
使
用
し
た
食

品
）で
は
、
D
A
I
Z
㈱（
熊
本
）の
国
産
大

豆
で
作
っ
た
ミ
ラ
ク
ル
ミ
ー
ト
を
使
い
、「
国

産
発
芽
大
豆
を
使
っ
た
ふ
わ
っ
と
ピ
ー
マ
ン
詰

め
」「
国
産
発
芽
大
豆
と
国
産
野
菜
で
作
っ
た

米
皮
春
巻
」「
国
産
発
芽
大
豆
を
使
っ
た
中
華

ま
ん
」の
3
商
品
を
開
発
し
ま
し
た
。
肉
の

代
わ
り
と
し
て
の
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
フ
ー
ド
で

は
な
く
、
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
フ
ー
ド
そ
の
も
の

の
お
い
し
さ
が
伝
わ
る
商
品
づ
く
り
に
こ
だ
わ

り
、
コ
ー
プ
デ
リ
生
活
協
同
組
合
連
合
会
に

も
好
評
い
た
だ
き
、
販
売
者
と
な
っ
た
J
A

全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
が
、
コ
ー
プ
デ
リ
生
活
協

同
組
合
連
合
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

―
―
令
和
5
年
度
の
展
開
に
つ
い
て
、
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
輸
出
事
業
は
三
つ
の
基
本
方
針
を
堅
持
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
さ
ら
に
産
地

の
方
と
直
接
話
す
場
を
つ
く
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
全
農
グ
ル
ー
プ
に
輸
出

の一
部
を
任
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
関
係
性

を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
。
特
に
、
市
場
出
荷

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
青
果
物
に
は
力
を
入

れ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
営
業
開
発
で
は
、
従
来
の
大
量
に
生
産
し

て
大
量
に
輸
送
し
、
市
場
な
ど
で
大
量
に
販

売
す
る
と
い
う
全
農
の
事
業
モ
デ
ル
に
、
変

化
が
出
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
市
場
向
け
販
売
は
販
売
事
業
の
中

で一番
大
き
く
大
切
な
事
業
で
す
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

5
年
度
も
全
農
、
グ
ル
ー
プ
各
社
、
関
係
す

る
食
品
メ
ー
カ
ー
や
卸
業
者
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
人
た
ち
と
つ
な
が
っ
て
商
品
開
発
し
、

販
売
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し

て
全
農
グ
ル
ー
プ
の
新
し
い
販
売
事
業
の
姿
、

一歩
前
進
し
た
姿
を
見
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
で
は
、

ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
や
農
協
シ
リ
ー
ズ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
明
確
に
し
て
、
ぶ
れ
ず
に
商
品
開
発

し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
商
品
が
世
に
出
る

こ
と
で
、
産
地
や
農
畜
産
物
の
認
知
度
を
高

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
シ
リ
ー
ズ
は
今
回
で
最
終
回
で
す
）

　令
和
4
年
度
の
取
り
組
み
と
5
年
度
の
展
開
に
つ
い
て
、輸
出
事
業
・
営
業
開
発
も

担
当
す
る
桑
田
義
文
専
務
理
事
に
聞
き
ま
し
た
。                       【
広
報
・
調
査
部
】

全
農
事
業
担
当
理
事
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

桑
田
義
文
専
務
理
事（
輸
出
事
業
・
営
業
開
発
担
当
）

食
と
農
を

未
来
へ
つ
な
ぐ

6

輸
出
事
業
の
機
能
を
再
認
識

営
業
開
発
は
総
合
力
を
発
揮

市
場
向
け
販
売
や
商
品
開
発
を
強
化

み
や
こ「全農國際香港食品有限公司」の卵焼き製造ライン

「全農國際香港食品有限公司」の開所セレモニー
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―
―
令
和
4
年
度
は
ど
の
よ
う
な
一
年
で
し

た
か
。

　
日
本
の
農
業
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
つ
ら
い

一年
で
し
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
端
を
発
し
て
、
肥
料
・
燃
料
・
飼
料
価

格
が
軒
並
み
高
騰
す
る
一
方
で
、
農
産
物
価

格
は
需
給
で
決
ま
る
た
め
コ
ス
ト
転
嫁
が
な

か
な
か
し
づ
ら
い
、
生
産
者
に
と
っ
て
大
変
な

一年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
―
そ
の
よ
う
な
中
、
輸
出
事
業
は
ど
う
で

し
た
か
？

　
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
材
料
が
入
り
混
じ

っ
た
状
況
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
円
安
が
輸

出
事
業
に
プ
ラ
ス
に
働
き
ま
し
た
。
ま
た
、

米
の
生
産
地
で
あ
る
米
国
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

で
の
水
の
確
保
が
難
し
い
状
況
に
な
り
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
米
の
生
産
に
黄
色
信
号
が
と
も
っ

て
お
り
、
価
格
差
は
ま
だ
あ
る
に
し
て
も
、日

本
産
米
の
輸
出
に
は
追
い
風
が
吹
い
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　一方
、
マ
イ
ナ
ス
の
材
料
も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
、
香
港
へ

向
け
た
鶏
卵
の
輸
出
を
セ
ー
ブ
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
こ
と
、
米
国
へ
の
牛
肉
輸
出
で
、

ブ
ラ
ジ
ル
産
牛
肉
の
増
加
に
よ
り
低
関
税
輸

入
枠
が
早
い
時
期
に
消
化
さ
れ
、
高
い
関
税

が
足
か
せ
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　
非
常
に
苦
し
い
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
供
給
過
多
に
な
る
と
価
格
が
下
が
っ

て
し
ま
う
国
内
市
場
か
ら
輸
出
に
振
り
向
け

る
こ
と
で
、
価
格
の
上
昇
や
維
持
が
見
込
め

る
、
輸
出
事
業
の
持
つ
そ
う
い
う
重
要
な
機

能
を
再
認
識
し
た一年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

―
―
営
業
開
発
は
ど
う
で
し
た
か
。

　
平
成
29
年
9
月
に
全
農
の
営
業
拠
点
と

し
て
設
置
さ
れ
た
営
業
開
発
部
は
、
全
農
グ

ル
ー
プ
の
販
売
事
業
を
担
う
全
国
農
協
食
品

㈱
、
全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
㈱
、
J
A
全
農
青

果
セ
ン
タ
ー
㈱
、
J
A
全
農
た
ま
ご
㈱
、

J
A
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
㈱
、
全
農
チ
キ
ン

フ
ー
ズ
㈱
、
協
同
乳
業
㈱
と
共
に
、
共
同
営

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
4
年
度
は

特
に
総
菜
事
業
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
総
菜

は
米
や
青
果
物
、
肉
、
卵
と
さ
ま
ざ
ま
な
食

材
を
使
い
ま
す
。
営
業
開
発
部
が
つ
な
ぎ
役

と
な
っ
て
直
販
7
社
間
の
連
携
を
強
化
し
、

量
販
店
や
中
食
業
者
へ
積
極
的
に
商
談
を
仕

掛
け
る
な
ど
、
総
合
力
を
発
揮
で
き
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
商
品
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
が
、
特
に
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
と
農
協
シ
リ
ー

ズ
は
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も

増
え
、
全
農
の
商
品
の
認
知
度
が
上
が
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
で
き
た一年
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

―
―
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
で
特
に
注
目

す
べ
き
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
輸
出
事
業
で
は
①
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
②
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
③
投
資
と
リ
ス
ク
管
理
―
―
の
３

本
柱
を
基
本
方
針
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
投
資
の一例
と
し
て
、
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
香
港
㈱
と
J
A
全
農
た
ま
ご
が
出

資
し
、
香
港
に
鶏
卵
の
加
工
製
造
会
社「
全

農
國
際
香
港
食
品
有
限
公
司
」を
設
立
し
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
日
本
で
卵
焼
き
や

温
泉
卵
な
ど
を
製
造
し
、
冷
凍
や
チ
ル
ド
で

輸
送
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
や
は
り
お

い
し
さ
の
面
で
は
劣
り
ま
す
。
そ
こ
で
原
料

供
給
す
る
J
A
全
農
た
ま
ご
と
、
国
内
の
鶏

卵
加
工
品
製
造
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
京

食
品
㈱
の
協
力
を
得
て
、
現
地
に
鶏
卵
加
工

工
場
を
整
備
し
ま
し
た
。
現
地
で
出
来
た
て

の
卵
焼
き
や
煮
卵
な
ど
の
鶏
卵
加
工
食
品
を

提
供
で
き
る
こ
と
は
香
港
の
消
費
者
に
と
っ

て
大
き
な
魅
力
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
違
う
視
点
で
は
知
財
権
に
か
か
わ

る
取
り
組
み
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ブ
ド
ウ「
シ

ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」な
ど
日
本
の
優
秀
な
品

種
の
海
外
流
出
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
国
で
は
日
本
の
30
倍
以
上
の
面
積
で「
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」が
栽
培
さ
れ
、日
本
か
ら

の
輸
出
事
業
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
国
も
大
き
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
い

ま
す
し
、
こ
れ
ま
で
育
成
者
権
者
た
ち
は
歯

が
ゆ
い
思
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
農

研
機
構
を
は
じ
め
、（
一
社
）日
本
種
苗
協
会
、

育
成
者
権
を
も
つ
県
行
政
な
ど
9
者
で「
育

成
者
権
管
理
機
関
支
援
事
業
実
施
協
議
会
」

を
設
立
し
、
流
出
防
止
対
策
や
海
外
で
の
品

種
登
録
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
営
業
開
発
で
す
。
全
農
の
販
売
事
業

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
全
国
各
地
の
生
産
者
が
作

っ
た
こ
だ
わ
り
の
農
畜
産
物
に
付
加
価
値
を

つ
け
て
実
需
者
に
販
売
し
、
生
産
者
の
所
得

を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。
地
域
の
貴
重
な
果

汁
を
使
っ
た
グ
ミ
は
3
月
末
時
点
で
39
都
道

府
県
53
種
類
、
商
品
化
し
ま
し
た
。
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
向
け
に
は
、
産
地
を
う
た
い
な
が
ら

各
地
の
果
汁
を
使
っ
た
サ
ワ
ー
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
果
汁
原
料
は
量
的
に
限
り

が
あ
り
、
全
国
展
開
は
で
き
な
い
た
め
地
域

限
定
、
期
間
限
定
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も一

年
を
通
し
て
み
る
と
、
各
産
地
の
サ
ワ
ー
が

カ
レ
ン
ダ
ー
の
よ
う
に
つ
な
が
り
ま
す
。
逆
に

そ
れ
が
評
価
さ
れ
て
、
サ
ワ
ー
類
で
そ
の
期

間
の
地
区
販
売
1
位
の
評
価
を
獲
得
、
再
販

や
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
で
の
展
開
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
販
売
が
で
き
る
の

は
、
J
A
グ
ル
ー
プ
な
ら
で
は
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、「
酪
農
応
援
」に
共
感
い
た
だ
い
た

㈱
伊
藤
園
、
ア
サ
ヒ
飲
料
㈱
と
共
に
、
牛
乳

や
脱
脂
粉
乳
を
使
っ
た
商
品
づ
く
り
を
す
す

め
ま
し
た
。
た
だ「
お
い
し
い
」「
売
れ
れ
ば
い

い
」だ
け
で
は
な
く
、日
本
の
農
畜
産
業
が
抱

え
て
い
る
悩
み
や
課
題
の
解
決
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
背
負
っ
て
商
品
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
―
力
を
入
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
た
総
菜
事

業
に
つ
い
て
は
？

　
中
で
も
、
コ
ー
プ
デ
リ
生
活
協
同
組
合
連

合
会
向
け
に
開
発
し
た
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
フ
ー

ド
商
品（
植
物
由
来
の
原
料
を
使
用
し
た
食

品
）で
は
、
D
A
I
Z
㈱（
熊
本
）の
国
産
大

豆
で
作
っ
た
ミ
ラ
ク
ル
ミ
ー
ト
を
使
い
、「
国

産
発
芽
大
豆
を
使
っ
た
ふ
わ
っ
と
ピ
ー
マ
ン
詰

め
」「
国
産
発
芽
大
豆
と
国
産
野
菜
で
作
っ
た

米
皮
春
巻
」「
国
産
発
芽
大
豆
を
使
っ
た
中
華

ま
ん
」の
3
商
品
を
開
発
し
ま
し
た
。
肉
の

代
わ
り
と
し
て
の
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
フ
ー
ド
で

は
な
く
、
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
フ
ー
ド
そ
の
も
の

の
お
い
し
さ
が
伝
わ
る
商
品
づ
く
り
に
こ
だ
わ

り
、
コ
ー
プ
デ
リ
生
活
協
同
組
合
連
合
会
に

も
好
評
い
た
だ
き
、
販
売
者
と
な
っ
た
J
A

全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
が
、
コ
ー
プ
デ
リ
生
活
協

同
組
合
連
合
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

―
―
令
和
5
年
度
の
展
開
に
つ
い
て
、
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
輸
出
事
業
は
三
つ
の
基
本
方
針
を
堅
持
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
さ
ら
に
産
地

の
方
と
直
接
話
す
場
を
つ
く
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
全
農
グ
ル
ー
プ
に
輸
出

の一
部
を
任
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
関
係
性

を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
。
特
に
、
市
場
出
荷

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
青
果
物
に
は
力
を
入

れ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
営
業
開
発
で
は
、
従
来
の
大
量
に
生
産
し

て
大
量
に
輸
送
し
、
市
場
な
ど
で
大
量
に
販

売
す
る
と
い
う
全
農
の
事
業
モ
デ
ル
に
、
変

化
が
出
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
市
場
向
け
販
売
は
販
売
事
業
の
中

で一番
大
き
く
大
切
な
事
業
で
す
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

5
年
度
も
全
農
、
グ
ル
ー
プ
各
社
、
関
係
す

る
食
品
メ
ー
カ
ー
や
卸
業
者
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
人
た
ち
と
つ
な
が
っ
て
商
品
開
発
し
、

販
売
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し

て
全
農
グ
ル
ー
プ
の
新
し
い
販
売
事
業
の
姿
、

一歩
前
進
し
た
姿
を
見
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
で
は
、

ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
や
農
協
シ
リ
ー
ズ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
明
確
に
し
て
、
ぶ
れ
ず
に
商
品
開
発

し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
商
品
が
世
に
出
る

こ
と
で
、
産
地
や
農
畜
産
物
の
認
知
度
を
高

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
シ
リ
ー
ズ
は
今
回
で
最
終
回
で
す
）

　令
和
4
年
度
の
取
り
組
み
と
5
年
度
の
展
開
に
つ
い
て
、輸
出
事
業
・
営
業
開
発
も

担
当
す
る
桑
田
義
文
専
務
理
事
に
聞
き
ま
し
た
。                       【
広
報
・
調
査
部
】

全
農
事
業
担
当
理
事
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

桑
田
義
文
専
務
理
事（
輸
出
事
業
・
営
業
開
発
担
当
）

食
と
農
を

未
来
へ
つ
な
ぐ

6

輸
出
事
業
の
機
能
を
再
認
識

営
業
開
発
は
総
合
力
を
発
揮

市
場
向
け
販
売
や
商
品
開
発
を
強
化

み
や
こ「全農國際香港食品有限公司」の卵焼き製造ライン

「全農國際香港食品有限公司」の開所セレモニー
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JA全農福島

　福島県の会津地方は、冷涼な気候と昼夜の寒暖差を生
かしたアスパラガスの栽培が盛んです。県内で生産される
アスパラガスは90%以上が会津産。生産者のたゆまぬ努
力により、太くて皮が柔らかいアスパラガスが作られていま
す。
　切り口からは水分があふれるほどみずみずしく、生でも
食べられるほどの甘さです。塩ゆでやベーコン巻き、炒め
物などお好みの調理方法でお召し上がりください。5月上
旬ごろから発送開始予定です。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農の産地直送通販サイト

会津アスパラ畑 Lサイズ 約1kg
…4300円(税込み)

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週木曜日15：50～16：00（放送時間はFM局で異なります）
農業に携わる人たちの、農畜産物や生産現場・新技術への想いを
伝えます。

　宮城県本部は3月、事務局を務める
仙台牛銘柄推進協議会の新たな情報
発信として「仙台牛SDGs（持続可能な
開発目標）」の公式ホームページを開設
しました。消費者に「仙台牛」を知っても
らうきっかけづくりが目的です。

【宮城県本部】

　ホームページでは、「仙台牛」のSD
Gs項目に当てはまる取り組みとして担い
手・女性生産者の活躍（SDGｓ項目5「ジ

ェンダー平等を実現しよう」）イベントや、
コラボ企画を通しての地域連携（SDGｓ
項目17「パートナーシップで目標を達成
しよう」）などを発信しています。
　同本部畜産部は「物価高の影響で、
消費者の食に対する意識は年々高くなっ
ており、『仙台牛』生産に関わることを発
信することでブランドの新たな価値へつ
なげ、生産者へ還元していきたい」と意
気込みます。

仙台牛SDGsの公式HPを開設

公式HPはこちら

ブランドの新たな価値を創造 生産者へ還元

「仙台牛SDGs」の公式ホームページを紹介す
る職員

　全農はJAグループのプライベートブラ
ンド「エーコープマーク品」の取り扱い拡
大に向け、エーコープマーク品のファン
が集い交流を行うコミュニティサイト「A
むすび」（えーむすび）を4月に開設しまし
た（本格的な稼働は5月以降）。

【くらし支援部】
　エーコープマーク品は誕生から50年
以上ご愛顧をいただき、全国にたくさん
の愛用者がいます。サイト作りにあたっ
ては、全国の9人の女性部・フレッシュ

ミズ有志と協力し、コンセプ
トやデザインを考えました。
　オンライン上で気軽に交
流ができるコミュニティを作
ることで、エーコープマーク
品にさらに愛着を感じても
らい、ファン同士で良さを共
有してもらうことが取り扱い拡大につな
がると考えています。
　コミュニティサイトの開設で利用者の
声をダイレクトに聞くことができるように

なり、今後はその声を商品の開発や改
善にも生かしていきます。

サイトはこちら

エーコープマーク品のファン同士で交流
コミュニティサイト「Aむすび」を開設

【おわび】4月17日号3面 全農令和5年度入
会式の画像説明文は「新入社員」ではなく「新
入職員」でした。

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ
ト「
A
む
す
び
」

の
イ
メ
ー
ジ
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